
主な業務内容
 1 　外来化学療法室の支援と整備
 2 　院内がん化学療法のプロトコール審査および標準化の
　　支援
 3 　緩和医療の推進とがん患者さんに対する相談支援
 4 　院内がん登録の推進
 5 　地域医療連携パスの支援
 6 　医療スタッフ・学生への教育支援活動
 7 　都道府県がん拠点病院としての窓口

部門からのメッセージ部門からのメッセージ
　臨床腫瘍センターは平成19年に開設され、が
ん診療に関する大切な業務に幅広くかかわってい
ます。患者さんへの治療や生活への支援プログラ
ムが中心ですが、教育活動についてもがんプロフ
ェッショナル養成支援講座などを運営していま
す。がん診療のスキルアップに興味のある方は、
どうぞお気軽に御相談下さい。

臨床腫瘍センター

岐阜県立岐阜北高校卒業
平成 4 年　岐阜大学医学部卒業
平成11年　岐阜大学大学院医学研究科修了
臨床専門分野
１）がんの薬物療法（特に乳がん）
研究分野
１）がん分子標的治療薬の臨床開発
２）乳がんのホルモン療法
３）核内受容体とステロイドホルモン
趣味：登山、マラソン、ウルトラマラソン附属病院臨床腫瘍センター

センター長（兼務）　　　
腫瘍内科学講座　主任教授

佐治　重衡

　臨床腫瘍センターは比較的新しい中央部門です。近年がん治療はますます高度化し、個別化医療の時代が
到来しています。がん診療にかかわる者には、ますます高度な知識と実践能力が必要とされています。当部
門では、がん患者さんが安心して快適にがん治療を受けられるようさまざまな取り組みを行っております。
外来化学療法センターの運営を中心として、院内で実施される全ての化学療法が安全に行われるよう、各が
ん腫の化学療法プロトコールの管理、化学療法実施規準の策定と改善、各科で実施されている腫瘍カンファ
ランス（Cancer board）の運営補助など、がん診療に携わる医療スタッフの横断的サポートを行っていま
す。また、治療にまつわる悩みや金銭的な問題、治療環境の整備など、がん患者さんがかかえるいろいろな
問題に対するがん医療相談室、地域連携パスの運用なども行っています。当院でのがん診療状況を網羅的に
記録していく院内がん登録も重要な部門です。放射線治療部門、小児腫瘍部門、そして緩和ケアチームを運
営する緩和ケアセンター部門といった、それぞれ専門性の高い診療グループとも連携して福島県立医科大学
附属病院のがん診療を支えています。

部　門　紹　介

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

神奈川県立厚木高等学校卒業
平成 6 年　福島県立医科大学医学部卒業
平成13年　医学博士
臨床専門分野
１）肺癌、胸部悪性疾患
２）呼吸器インターベンション
研究分野
１）がん薬物療法の開発
趣味：本屋巡り

附属病院臨床腫瘍センター
次長（兼務）　　　　　　
呼吸器内科学講座　講師

金沢　賢也

附属病院臨床腫瘍センター
次長（兼務）　　　　　　
麻酔科学講座　講師　　

佐藤　　薫

福島県立安積黎明高等学校卒業
平成23年 福島県立医科大学医学部卒業
臨床専門分野
１）乳腺外科
２）乳癌の薬物療法
３）乳癌検診
研究分野
１）腫瘍学

助教　村上　祐子

石川県立小松高等学校卒業
平成 7 年 福島県立医科大学卒業
平成16年 福島県立医科大学大学院修了
研修病院・研修施設
福島県立医科大学附属病院、太田西ノ内病院
臨床専門分野
１）緩和医療
２）ペインクリニック
研究分野　
１）心臓の虚血再還流障害とエクトヌクレオ

チダーゼの関連について
趣味：スキー

仙台市立仙台高等学校卒業
平成17年 東北大学医療技術短期大学部卒業
平成21年 東北福祉大学卒業
平成23年 信州大学大学院医学研究科修了

認定遺伝カウンセラー
臨床専門分野
１）遺伝カウンセリング
研究分野
１）家族性腫瘍
趣味：子育て助手　赤間　孝典
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